
          令和８年７月２日 

 

令和８年度第１回 教育課程編成委員会 報告書 

 

令和８年７月１日に、教育課程編成委員会を本校理事長室で実施しましたので、その

結果をご報告します。 

 

１．会議概要 

・開催日時：令和８年７月１日（水）１６：１５～１７：１５ 

・開催場所：日本総合ビジネス専門学校 理事長室 

・委員  

出席者：西山博幸（株式会社ソフィア総合研究所 専務取締役） 

吉田茂樹（情報科学芸術大学院大学 教授） 

服部直子（大垣市医師会看護専門学校 専任教員） 

氏原栄子（医療法人守田クリニック 事務長補佐） 

高橋綾乃（株式会社偕拓堂ギャラリー「美術の森」イラスト教室講師） 

       校長 大橋雅之 (委員長) 

講師 北村伸司、山口祐生、山北麗子 

   欠席者：なし 

・オブザーバー 

理事長 臼井功、理事 高橋伊三男 

・書記  

事務主任 井上里美 

 

２．議題 

 ①開会挨拶・教育課程編成委員会の位置付け 

 ②学校説明 

  ・令和８年度在籍者数 

  ・令和７年度卒業者数と進路状況 

  ・令和８年度の取組 

  ・教育課程編成委員会（令和７年１２月１７日実施）聴取意見への対応 

  ・令和８年度教育課程 

 ③各委員からの意見聴取 

 ④次回の予定 

 ⑤閉会 

  



3．審議内容 

議題① 開会挨拶・教育課程編成委員会の位置付け 

（１）教育課程編成委員会は、職業実践専門課程認定校として求められる必須要件を満た

し、本校における実践的かつ専門的な職業教育の質的向上を図ることを目的として設

置する。委員会では、企業等から寄せられる要請や、外部有識者を含む委員からの多

様な意見・情報を審議し、教育課程の編成に反映すべき方向性を示す役割を担う。こ

れらの意見・提案は、教職員会議において協議のうえ最終的に決定され、教育課程に

適切に反映する。 

このように教育課程編成委員会は、外部の知見と校内の専門性を結びつけ、教育課

程の継続的改善と質保証の中核となる組織として位置づける。 

（２）教育課程編成委員会規程（抜粋） 

（目的） 

第１条  この規程は、日本総合ビジネス専門学校が、実践的かつ専門的な職業教育を 

実施するために、企業等との連携を通じて必要な情報の把握、分析を行い、 

教育課程の編成に生かすことを目的に設置する教育課程編成委員会（以下 

「委員会」という)に関して必要な事項を定める。 

（所管事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

（１）学生の就職先の業界における人材の専門性に関する動向 

（２）国または地域の産業振興の方向性 

（３）新たに必要となる実務に関する知識、技術、技能 

（４）その他、教育課程の編成に関する事項 

 

議題② 学校説明 

 令和８年度在籍者数（R８.５.１現在)                （単位：名） 

学科名 コース 総定員 １年 ２年 合計 

IT スペシャリスト  ４０   ３   ７ １０ 

情報メディア ビジネス実務    ４   ８ １２ 

 デザイン ４０  ４   ４   ８ 

医療秘書  ４０   ４   ２  ６ 

 合 計 １２０ １５ ２１ ３６ 



 令和７年度卒業者数と進路状況（R８.３現在）            （単位：名） 

学科名 コース 卒業者 進路状況 

IT スペシャリスト 
 

 ６ 

（株）エイブル、（株）ソフィア総合

研究所、（株）エフタス、（株）ギフ加

藤製作所、ゲンキー（株）、未定１ 

情報メディア 
ビジネス実務 

  ６ 

（株）アルミック、（株）大野ナイフ

製作所、佐竹鉄工（株）、リバティラ

イフ（株）、CQ オーム（株）、未定１ 

 デザイン  ０ 在籍者なし 

医療秘書   ０ 在籍者なし 

 合 計 １２  

 

 令和８年度の取組 

 （ア）各分野の教育方針 

  【IT 分野：技術力と問題解決能力を兼ね備えた人材の育成】 

   ① 最新技術の習得：プログラミング、ネットワーク、AI、サーバーサイド構築な

どの技術を体系的に学習 

   ② 資格取得支援：基本情報技術者試験などの国家資格取得を目指すカリキュラム 

の実施 

   ③ 実務実習：ゲーム制作実習や電子工作実習を通じて、開発や課題解決を学び、 

          実務に近い経験を積む 

   ④ 就職支援：企業との連携によるインターンシップや企業説明会の実施 

  【医療秘書分野：医療現場を支える事務職としての専門性と人間性の育成】 

   ① 専門知識の習得：診療報酬請求、医療事務、電子カルテ管理などの実務スキル 

を体系的に学ぶ。 

   ② コミュニケーション能力の育成：医療従事者として必要なマナーや対話力を 

重視 

   ③ 問題解決能力の養成：地域医療の課題に対応できる柔軟な思考力の育成 

   ④ 少人数制・個別指導：学生一人ひとりに寄り添った指導の実施と安心して学べ 

る環境の提供 

 

 



  【デザイン分野：想像力と社会性を兼ね備えたクリエイターの育成】 

   ① 「もの創り」の技術と感性の育成：グラフィック、インテリア、ＣＧ、ＣＡＤ

など実践的な技術を習得 

   ② 社会との接点を重視：地域産業の発展に資するデザイン力の養成 

   ③ 柔軟なカリキュラム：選択科目やエクステンションスタディなど、興味や進 

路に合わせて学べる仕組みづくり 

   ④ 人間力の育成：コミュニケーション能力や協働力を重視し、チームでの制作活 

動を通して人間性を高める 

 （イ）取組の重点 

  【実践的な知識・技能・技術や資格の修得に向けた職業教育の充実】 

   ① 情報メディア学科におけるＣＡＤ講義の継続（R3.後期～） 

   ② キャリア教育に資する「キャリアガイダンス」の１年前期からの実施  

   ③ インターンシップにつなげる地元企業団体と連携した企業説明会の実施 

   ④ インターンシップの導入 

   ⑤ 資格試験合格率の数値目標設定と資格試験対策の実施 

  【職業実践専門課程の認定取得に向けた準備】 

   ① 教育課程編成委員会および学校関係者評価委員会の開催（R7～） 

   ② 企業等と連携した専攻分野における教職員実務研修の実施 

  【高等学校と連携した学校見学会や体験セミナーの開催】 

   ① 清凌高校「医療事務セミナー」 令和８年８月２４日（月） 

   ② 不破高校・西濃桃李高校・啓晴高校「コンピュータ(ゲーム)体験会」 

     ・不破高校 令和８年７月８日（水） 

教育課程編成委員会（令和７年 12 月 17 日実施）聴取意見への対応 

 ・IT 企業は何をやっているのか、システム開発はどのようなプロセスを経ているのかが 

わかるインターンシップに参加してほしい。 

 ・就職後に現実とのギャップで悩むことが多いので外部での実習（インターンシップ） 

は必要である。 

→ 早期から進路意識を高めることと、夏季休暇等を利用したインターンシップにつ 

なげることを目的に、以下の対応を行った。 

① １年後期と２年前期であった「キャリアガイダンス」を 1 年前期にも開設し、 

１年前期・後期、２年前期に拡大した。 



② 地元企業と連携した学内企業説明会の実施時期を９月下旬から７月下旬に早め 

た。 

③ インターンシップの導入；㈱ソフィア総合研究所 医療法人守田クリニック 

・コミュニケーションが苦手な学生が増えてきている。丁寧な言葉遣いや相手を否定し 

ない、どんな患者さんにも寄り添える受け答えが重要となる。 

 ・イラストレーターは外部の方と接しなくても良いわけではなく、クライアントからの 

  話を聞いて要望をまとめることが多いので、コミュニケーション力が必要である。 

→ 全学科で１年後期に「ビジネスマナーとコミュニケーション」を開設し、コミュ 

ニケーション力を養成している。 

・やりたいことを思い浮かべて何が必要かを考えられると良い。今のカリキュラムはか

なり幅広いので、掘り下げも重要。自分がどうなりたいのかの道筋を明確にする必要

がある。 

→ 新設した 1 年前期の「キャリアガイダンス」では『自分を知る』をテーマに、進 

路意識の醸成を図っている。また、学校で勉強している科目が就職後にどのように

役立つかを認識し学習意欲を高めるために、履修科目に関する『卒業生の声を聴く

機会』を計画する。 

 令和 8 年度教育課程   ＊教育課程表を参照しながら 

 【新設科目とその概要】 

  〇キャリアガイダンス A-Ⅰ（１年前期：全学科） 

   自己分析や自分の適性を知ることで、卒業後どのような職業を目指すか、目標を 

持てるようにする  ※企業との連携：「岐阜県中小企業総合人材確保センター」 

  〇Web マーケティング基礎Ⅰ・Ⅱ（１年前後期：ITスペシャリスト、ビジネス実務） 

   「Web マーケティング」の基礎理論を習得し、実際の課題に対して具体的な施策を 

立案する実践型カリキュラム 

「Web マーケティング」の基礎理論をベースに、生成 AI をフル活用して実在する 

企業のマーケティング戦略を構築する実践型カリキュラム 

   ※企業との連携：「Office DROPS」 

〇アルゴリズム実装Ⅰ・Ⅱ（２年前後期：IT スペシャリスト） 

   擬似言語で書かれた様々なアルゴリズムの実装を通し、具体的な処理の流れを理解 

し、実装や改善をする 

○映像編集基礎Ⅰ・Ⅱ（１年前後期：デザイン） 

   脚本、絵コンテ制作、撮影、編集といった映像制作の一連の作業を行う動画撮影を 



   行い、Adobe Premiere を使った編集を行う 

  ○情報基礎Ⅰ（１年前期：医療秘書） 

   IT に関する基礎知識を体系的に学び、現代社会で求められる IT リテラシーの基礎 

を身につける 

  ○情報基礎演習Ⅰ（１年前期：医療秘書） 

   情報活用試験３級の過去問題演習を中心に、演習を通じて理解を深める 

  ○医療事務実践（２年前期：医療秘書） 

   「一定の条件のもと医療文書の代筆可能」という方針を受け、正しい医療文書の 

作成ができる実務者の養成を目指す 

 

議題③ 各委員からの意見聴取 

委員長 「前回の委員会でいただいた意見であるコミュニケーション力の育成とインタ

ーンシップの重要性を反映できるように、今年度の教育課程を編成した。この

点も含めて、忌憚のないご意見を伺いたい」 

   ア：コミュニケーションは話す方も大事だが、聞く方も大事である。聞く方の対応が

良いと話す方も話しやすい。会話のキャッチボールができるとよい。コミュニケ

ーションというと話すことに力点が置かれがちになるが、聞き方も大切になる。

その点も指導してほしい。 

   イ：同様に感じている。話す方としてはボディランゲージも必要ではないか。 

      ウ：高校ではペアを作って互いの自己紹介をする際に、聞き手の反応を意図的に変え

ることで聞く事の大切さを理解する演習を取り入れていると聞いたことがある。 

     エ：就職活動でのグループディスカッションで、うまく答えられない学生が多い。 

     現在、授業の中で一人ずつ課題を発表することがあるが、負担に感じている学生

もいる。 

 オ：SNS も含めて、文字でのコミュニケーションが多く、対話でのコミュニケーシ

ョンが難しくなってきている。 

カ：コミュニケーションが苦手な学生にも、講師の方から話しかけるようにしている。

授業中も淡々とならないように、コミュニケーションをとりながら進めている。

徐々に学生の意識が変わってきたような気がしている。これからも学生が質問

しやすい環境で授業を進めていきたい。 

 キ：言葉をどのように伝えるか、どのように文章化するか、ドキュメントに的確に落

としこむことが社会に出てから大切となる。 



ク：カルテの内容を読み取り、紹介状を作成する「医療事務実践」の授業の中で、内

容を理解したうえで文書を書くことが苦手な学生が多い。 

ヶ：実習で相手の気持ちや言いたいことを理解できずに相手を怒らせてしまうこと

があった。不信感を与えないように関係性を作ることが大切である。 

コ：コロナ禍を経てから、更にコミュニケーションの取り方が難しくなってきたと

感じる。 

サ：ビジネスメールの文書が作成できない方と仕事をしたことがあり、驚いた。 

  相手に失礼のないように、適切に自分の言いたいことが伝えられるように文

書作成力を身につける必要がある。 

   シ：医療の現場ではコミュニケーションをとることが多いので、「聴く」ことが重要

になる。何に困っているのか、何を伝えたいのかを理解することが大切である。 

 

委員長 「コミュニケーション力や文書作成力の重要性についてご意見をいただいた。 

関係する『ビジネスマナーとコミュニケーション』の授業だけでなく、あらゆ 

る場面で社会人として必要な素養として指導してまいりたい。」 

     「続いて、インターンシップおよび企業と連携した授業の更なる充実を考えてい

る。この点について、ご意見を伺いたい。」 

 ス：夏休みに５日間のインターンシップを実施しており、昨年も参加者があった。今 

年度も多くの学生に参加してほしい。 

セ：勤務するクリニックでは、職場見学という形であれば受け入れ可能である。 

 ソ：医療事務の現場で実際に働いている方の経験に基づく話は、学生にとってとても 

    貴重なものとなる。患者さんとの対応（接遇）や身に付けておくとよいスキルな

どを、講師として話に来ていただけると授業理解が更に深まる。 

  

委員長 「インターンシップの受け入れや企業や医療現場で働く方を講師として招へい

する際には、ぜひご協力をお願いしたい。」 

   「最後に、令和８年度の教育課程が前回いただいた意見を反映して編成されて 

    いるとご確認いただけたとして、委員会を閉じたい。」 

 

議題④ 今後の予定 

第２回教育課程編成委員会を、令和８年１２月１６日（水）に開催する。 

 

議題⑤ 閉会                               


